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植物は、病原菌に由来する特徴的な分子パターン (Microbe-AssociatedMolecular Patterns: MA孔1Ps)をパター














Bacillusα.rculans問-I-K1株由来のキトサナーゼ (Cho1) を用いて、いもち病菌に対する inmtro抗菌活性を
調べたところ、 Cho1はいもち病菌の付着器形成を強く阻害した。次に、 Cho1の成熟タンパク質の N末にイ
ネのキチナーゼCht2由来の細胞外分泌シグナルを付加した Cho1および成熟タンパク質のみを恒常的に発現

















抵抗性が向上することを明らかにした (Kishimoto.Kouzai et al. 2010)。本研究では、人工受容体によるキチ




える。そこで、 TMがCEBiP由来の CRPil、dPid2由来の CRPi2、nPid2由来の CRPi3、これら 3種の CRPi遺
伝子を構築しイネで恒常的に発現させたD まず、培養細胞でCRPiタンパク質の発現を解析したところ、
CRPi2はタンパク質の蓄積が認められなかった。 CRPilまたは 3を発現する培養縮施では、キチンオリゴ糖
処理による過酸化水素の生成が充進した。 CRPi3細胞では、細胞死の誘導も充進した。 CRPilまたは 3を発
現するイネ葉鞘と葉身におけるいもち病抵抗性を検定したところ、 CRPi3イネで抵抗性の向上が認められた
が、 CRPilでは向上しなかった。また、 CRPi3の細胞内キナーゼ領域を欠失させた CRPi3DKを発現するイネ
では、キチンオリゴ糖に対する応答といもち病抵抗性の充進はみられなかった。以上の結果から、 CEBiPを
XA21とは異なる RLK型抵抗性タンパク質の細胞内領域と融合させた場合でも、キチンオリゴ糖シグナルの
強化を通じたイネいもち病抵抗性の付与が可能であることが示された。
審査の結果の要旨
植物が持つ基礎的抵抗性は広範囲の病原体に有効で、あり、結果として一つの植物に感染できる病原体の種
類は極めて限定される。これは病原体が宿主の基礎的抵抗性を抑制するメカニズムを持っていることを意味
しており、それを解明することで新たな抵抗牲を植物に付与することが可能となるが、このような茜の感染
戦略についてはほとんど知見が得られていないのが実情である。また、基礎的抵抗性を高める手法について
は抗菌スペクトラムが広いために極めて有効な作物保護戦略となりうると予想されていたが、基礎的抵抗性
発動の引き金の実態が不明であったために手がつけられてこなかった。本論文においてはイネとイネいもち
病菌の相互作用の解析においていもち病菌細胞壁のキトサンの分解酵素遺伝子を導入することによりイネに
抵抗性を付与できること、広く病原糸状菌細胞壁の成分となっているキチンのオリゴ糖エリシターの受容体
をキメラ化することによってそのシグナルをより増強できることを明らかにした。前者はこれまで生理学的
意義が不明で、あったキトサンが感染戦略としての機能を持つことを強く示唆するものとして、後者はキチン
オリゴ糖エリシターシグナル増強の新しい手法を提供するとともに、植物細胞膜に多く見出される受容体型
キナーゼにおいては縮抱内および細胞外ドメインのスワッピングによりシグナル伝達機能を人為的に改変で
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きることを証明した点において、それぞれ高く評価されるものである D
平成 24年 i月16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認めるコ
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